
（2014年2月3日開催 2014年3月期第3四半期決算説明電話会議 プレゼンテーション要旨）

ITホールディングス企画本部長の柳井です。よろしくお願いいたします。
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本日15：30に発表しました第3四半期決算の内容と通期業績見通しにつきまして、決算説明資料を
使って説明させていただきます。
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まず、第3四半期についてです。

事業環境としましては、下期に入ってほぼ全ての業種においてIT投資意欲の高まりを感じられるよう
になる等、景気回復の動きが強まるにつれて、事業環境は改善傾向にあると考えています。

こうした中、ITホールディングスグループの第3四半期累計の業績は前年同期比増収増益となりまし
た。

売上高は前期にあった大型開発案件の反動減44億円を吸収する力強さを見せて1.0％増加し、営業
利益は不採算案件の影響を増収効果やコスト削減等でカバーし、8.4％増加しました。 また、四半
期純利益も20.2％増加しました。

売上高はやや強めにみていた見通しには及びませんでしたが、営業利益は少し良い方に着地しまし
た。
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セグメント別では、産業ＩＴサービスが大型開発案件の反動減や不採算案件の発生で前年同期比減
収減益となりましたが、ＩＴインフラストラクチャーサービスと金融ＩＴサービスが好調に牽引し全体では
増収増益となりました。

顧客業種別の売上高を5頁に記載していますが、金融系業種はすべて増加しており、また、産業・公
共分野も大型開発案件の反動減のあったプロセス系製造とサービスを除いて増加しています。大型
案件の寄与があったわけではなく、事業環境の好転に応じて全体的に好調だったということがおわか
りいただけるかと存じます。

なお、後ろの14頁に第3四半期の状況を記載しています。詳細は後ほどご覧いただければと思います
が、全体では増収増益であり、上期に前年同期比マイナスだった産業ＩＴサービスの売上高がプラス
に転じ、全ての主要セグメントで増収となりました。

営業利益が増加した一方で四半期純利益が減少した点について補足いたしますと、昨年11月に発表
したリース事業撤退に係る特別損失を計上したほか、第4四半期に予定していた特別損失の前倒し計
上や税効果の関係が影響したことによるものです。
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今回決算のポイントの一つである不採算案件ですが、第3四半期に残念ながら17億円弱が発生し、第
3四半期累計では前年同期を約8億円上回る約35億円となりました。

第1四半期に約7億円の追加コストが発生した公共系の案件は順調に進捗したのですが、新たに比較
的金額規模の大きい案件として産業系で約5億円と2億円台の2件、金融系で2億円台の1件が発生し
ました。これらの案件は来期まで続きますが、今後見込まれる追加費用の引当てを行っており、今後
はこの範囲でコントロールしていくようプロジェクトマネジメントを徹底していく所存です。

当期は不採算案件の減少を目標の一つとしていましたが、なかなか抑制が進まない点は課題として
認識しています。あらためて、入り口段階でのチェックやプロジェクトマネジメントを強化すべく、体制変
更や人材育成も含めて、発生防止のための仕組みづくりを構築していこうと考えています。
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次に受注状況です。

受注高は、第1四半期における端境期の影響等による減少を受けて、第3四半期累計では約4％の減
少となりましたが、第2四半期・第3四半期とも前年同期比プラスで推移し、減少幅は縮小してきていま
す。

この結果、第3四半期の期末受注残は前年同期並みの水準となりました。

第3四半期の受注高は、前年同期に比べて8.7％増加したとはいえ、一部で案件の延伸や失注の影響
もあり、見込んでいたよりも低い水準となりました。368億円は、他の四半期の受注高と比べても「強い
」といえる水準ではありませんが、第2四半期から前年同期比プラスに戻った金融ＩＴサービスに加え、
第3四半期には産業ＩＴサービスも前年同期比プラスに転じる等、状況はよくなってきていると考えてい
ます。
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最後に、通期業績見通しについてですが、売上高3,450億円、営業利益205億円、当期純利益 75億
円の期初計画に変更はありません。

売上高はここまで概ね計画に沿って推移していると考えています。営業利益はやや進捗が芳しくあり
ませんが、事業環境の改善効果やコスト削減等に努めることで、グループ一丸となって計画達成を目
指してまいります。

10



11



12



13



14



15



16



17


